
元県事務研第２４号

令和元年６月１７日

各公立小・中・義務教育・特別支援学校長 様

福島県公立小中学校事務研究会

　初夏の候、貴職におかれましてはますますご清栄のこととお喜び申し上げます。

　日頃より本会の研究活動に対しまして、ご理解とご支援をいただき、深く感謝申し上げます。

　さて、標記の大会を下記のとおり開催することになりました。

1 大 会 テ ー マ 「“つなぐ学校経営事務”から子どもの学びを支援しよう」

　～学校事務連携の展開とアクションプランによる実践～

2 趣 旨

3 主 催 福島県公立小中学校事務研究会

4 主 管 福島県公立小中学校事務研究会研修企画委員会

5 共 催 福島県教育委員会 郡山市教育委員会

福島県小学校長会 福島県中学校長会

6 後 援 福島県市町村教育委員会連絡協議会

福島県ＰＴＡ連合会

公益財団法人日本教育公務員弘済会福島支部

7 期 日

8 会 場 ビッグパレットふくしま 【南郡山（２１０２）】

〒963-0115 郡山市南二丁目52番地 TEL (024)947-8010　

　学校は、よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を
持ち、教育課程を介してその目標を地域社会と共有していくことが求め
られている。
　また、学校事務職員は学校間連携により学校事務の効率化、適正化、
システム化を図り、「チーム学校」の一員として学校の組織力向上を目
指すとともに、地域、教育関係諸機関と連携を図り自校の教育を推進す
るため、主体的・自律的に学校経営事務に参画していかなければならな
い。
　本研究大会は、学校教育の目的達成のため、子どもの学びを支援する
学校事務職員としての資質向上を目指し開催する。

令和元年９月１０日（火）

記

各市町村教育委員会教育長 様

　つきましては、この研究大会を実りのあるものにしたいと存じますので、貴所属の事務職員

及び事務担当者の参加について、特段のご配慮を賜りますようお願い申し上げます。

令和元年度　第36回福島県公立小中学校事務研究大会の開催について

会　　長　　　　加 勢　法 子　　



福島県公立小・中・義務教育・特別支援学校事務職員及び事務担当者

市町村教育委員会事務局職員 教育関係者

全体研修・分科会

「求めるもの　

求められるもの」 盛岡大学　准教授 福島　正行　様

福島大学　准教授 阿内　春生　様

～わたしたちの仕事と

研究の道標～ 髙橋　洋平　様

研究テーマ（研究方式）

【課題解決・事務改善】 国見町立国見小学校

主　　査　佐藤　美雪

　 伊達市教育委員会

伊達市立伊達小学校 学校教育課

～伊達地区事務研が 主　　査　齋藤　亮裕 主幹兼管理主事

桑折町立醸芳中学校

共同・連携実施～ 主任主査　栁沼　恵子 佐藤　仁一　様

伊達市立掛田小学校

（グループ協議） 主　　事　矢部　伶奈

【課題解決】 会津若松市立湊小学校

主　　査　齋藤　英之

会津若松市立

会津若松市立一箕小学校 第三中学校長

主任主査　中井　俊之

歌川 哲由　様

磐梯町立磐梯第二小学校

主任主査　仲野　恵子

猪苗代町立東中学校

（研究協議） 主任主査　佐藤　加代子

【課題解決】 三春町立三春中学校

主任主査　橋本　広治

田村市立

三春町立三春中学校 船引小学校長

主任主査　橋本　広治

田村市立大越中学校 有賀　仁一　様

主　　査　宗像　智子

小野町立浮金小学校

主　　査　安藤　智子

（研究協議）

総合プラン」

過去も未来もつなぐ

活動推進計画の展開～

「夢をかたちに

ステップアップ

～活動を、会員を、

北会津事務研の取り組み

をとおして～

「共同･連携実施」と
「地区事務研」をつなぐ、
有益な関係をめざして

　北会津事務研では、平成30年度の
「学校事務の共同･連携実施」の地区
内全面実施を見越して、平成27年度に
これまで実施してきたブロック班別研
究の班分けを共同連携グループ導入後
を想定したグループの形へと再編成を
行った。さらに、新たな研究テーマに
「○○をつなぐ」というキーワードを
盛り込み、つなぐ事務研、つながる事
務研をめざして取り組むことにした。
　「共同・連携実施」と「事務研」を
つなぐために私たちはどんな活動がで
きるのか。また平成31年度の完全実施
以降においては、互いの組織をより活
発につなぐことによって更なる有益な
関係を築けるのではないか、という研
究仮説を基に、これからの地区事務研
の在り方を見いだすための研究を行っ
ている。

学校事務を未来へつなぐ

展望する学校事務の

～全面実施に向けた

指導助言者
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　学校事務の共同・連携実施も実践研
究期を終え、県内全地区での取り組み
となった。しかし活動のあり方につい
ては、それぞれの地区や支部等の実態
に応じて進めながらも、まだ模索は続
いているのではないだろうか。分科会
では学校統廃合や学校事務職員の世代
交代等に伴う課題解決のための伊達地
区事務研の実践報告をもとに協議を深
め、これからのあり方を探っていきた
い。
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　教育行政・教育改革の全国的動向を
知り、将来の学校教育にかかわる方法
を知る。 福島県企画調整部企画調整課長
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9 参 加 対 象 者
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昼食全体研修

12：30

大量退職の時代を迎えた今、これまで
の活動をいかに次代に「つないでい
く」かが大きな課題である。田村地区
では「夢をかたちにステップアップ総
合プラン」を策定し、かたちとしての
成果だけでなく、一人ひとりが課題解
決の意識・意欲やそのすすめ方、組織
的に展開するための内外の連携の在り
方など、常に課題を認識して一歩前に
一歩上にと歩み続ける姿勢を身に付け
ようと取り組んできた。今後の事務研
究会活動の在り方はもとより、「つか
さどる学校事務」も展望しながら協議
を深める機会としたい。
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私たちの今とそのあり方



２,４００円　（会員以外の参加者）

大会参加申し込み
（１）会員

・ ：第３６回福島県公立小中学校事務研究大会参加申込書（会員用）
・ ：各支部の申込責任者
・ ：令和元年６月２８日（金）

（２）支部申込責任者
・ ：第３６回福島県公立小中学校事務研究大会参加者名簿（支部参加者取りまとめ）

・ ：研修企画委員会　メールアドレス：kensyu@kir.jp
・ ：令和元年７月５日（金）

＊ 参加を取り消されても大会参加費の返金はできません。
研究集録をもって代えさせていただきますので、あらかじめご了承ください。

交通機関
・ＪＲ郡山駅西口「１番乗り場」から乗車。バス停「ビッグパレット」下車。

所要時間約１５分
・東北自動車道郡山南ＩＣから約７㎞。車で約１５分。
＊ 駐車場は、一般の方も利用しますので、節車・相乗りにご協力をお願いします。

その他

・

事前に確認いただきましてご参加ください。

県事務研ホームページ　http://f-jimuken.kir.jp

・昼食・宿泊については、県事務研よりの斡旋は行いません。各自でご準備ください。
・参考 ビッグパレットふくしまホームページ　http://www.big-palette.jp/index.html

申込用紙
申 込 先
期 限

提出用紙
提 出 先
期 限
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県事務研ホームページにおいて、大会の最新情報や分科会等で使用する資料を掲載します。
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大 会 参 加 費12
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